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この研究について研究計画や関係する資料、ご自身に関する情報をお知りになりたい場合は、他の患者さんの個人情報や研究全体に支障とな

る事項を除いたうえでお知らせすることができます。研究に利用する患者さんの情報に関しては名前・住所など患者さん個人を特定できる情

報は削除して管理いたします。また研究結果は学会や学術雑誌で発表されますが、その際も患者さんを特定できる情報は削除して利用いたし

ます。

上記の研究に診療情報を利用することをご了解いただけない場合は以下にご連絡ください。

亘理郡山元町高瀬字合戦原100 　電話番号:0223−37−1131

国立病院機構宮城病院　企画課長

脳深部刺激療法導入を行った患者で、診断・治療を目的として仙台西多賀病院および宮城病院の脳神経内科および脳神経外科外来に通院もしくは入
院した患者から、200名を選択する。多施設共同研究への同意が未取得の場合には、各病院のホームページ上で告知を行ったうえで本研究における情
報利用停止の希望がなかったものを対象とする。

利用するカルテ情報

概要を説明し、対象者もしくは介護者などの代諾者から説明に基づく同意を書面で得た後、日常診療から得られた臨床症候に関するデータ、電気生
理学的データ、放射線学的検査データ、治療に関するデータをデータベース化し保存、解析を行う。

パーキンソン病患者、および不随意運動を呈する一部の運動障害性疾患の基底核および関連する領域の電気的神経活動には種々の異常が指摘されて
いるが、統一的な見解は定まっておらず病態機序や臨床的特徴との関連は未解明な部分が多い。脳深部刺激療法を導入した患者の手術中に記録した
電気的神経活動、および適応型脳深部刺激装置を導入した患者の慢性期に記録した電気的神経活動の波形データを収集し、臨床的特徴との相関を解
析しその関係性を検討することで、上述疾患の患者のさらなる病型細分類や病態解析を行うことのできる客観的指標を探索することを目的とする。

当院では以下の臨床研究を実施しております。この研究は患者さんの診療情報を用いて行います。このような研究は厚生労働省・文部科学省

の「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」（令和3年厚生労働省・文部科学省・経済産業省　告知第１号）の規定により研

究内容の情報公開をすることが必要とされております。この研究に関するお問い合わせなどがありましたら以下のお問い合わせ先へご照会く

ださい。

臨床研究に関する情報

対象となる患者さん

パーキンソン病および運動障害性疾患における脳深部神経活動と臨床的特徴についての多施設共同研究

宮城病院　脳神経内科　張替宗介

研究番号            MNH   R6-16


